


「無駄遣い」10円

　自分が子供の頃、欲しい物がいっぱいあった。しかし、自分の親は、何一つ買ってくれなかった。ゲーム機や、スマートフォンや、腕時計どれも高額なものだった。周りの人は、持っていて当たり前で、持っていない人間を変人扱いしたものだ。
学園生活は、一人で勉強することが多かった。
欲しい物を手に入れたい気持ちで、必死に勉強した。勉強したおかげで、東京大学にも合格することができた。政治の世界の登竜門、自分には必要だった。いつしか、自分の欲しいモノは、嗜好品から変化していった。

　卒業後、新しい自分がスタートした。これまで我慢してきたことが、嘘のようだ。
ある日、村長が訪ねてきた。
彼らは、私を頼って野菜を渡す。
「これ、うちの村で取れたかぼちゃです」
「かぼちゃですか、わたしの好物です」
「存じています」
「ありがたい」
「ところで先生、私たちの村に、畑さ作ってもらえないでしょうか」
私は、できるだけの予算を回してやる。
「この村が成長すれば、これだけのメリットがあります」
議員たちを説得した。
再び、村長が訪ねてきた。
「先生、ありがとうございました。私たちの村は、綿花で潤うようになるでしょう」
「この言葉が欲しかった」

　彼らは望んでいる。私は背中を少し押すだけだ。
暑い日、社長がやってきた。
彼らは、私に頭を下げ、贈り物を渡す。
「なんでしょう？」
「プレステ３です。先生が子供の頃欲しかったと、お聞きしたので」
「ありがとうございます」
「ところで先生、私たちの町工場がつぶれそうなのです。手を貸してもらえませんか」
私は、知り合いから資金を集め、運転資金に回してやった。
「投資しませんか、この工場なら他国に負けない製品ができる」
知り合いたちは頷いた。
後日、社長が挨拶に来た。
「先生、ありがとうございました。工場は新商品の開発を推進し、外国メーカーと競争することができます」
「この言葉が欲しかった」


　欲しいのならくれてやる。夢を売る仕事だから。
夕方、市民の代表が訪れた。
彼は、私に二重底のお歳暮を渡す。
「詰まらない物ですが、下側に小判が入っております」
「ほう、小判とは珍しい」
「先生は、骨董品がお好きでしょう」
「ええ、頂戴します」
「ところで先生、私たちの市に、道路を作って下され。今の道だと、救急車が通ることができません」
私は、根回しをしてやる。
「ここに道路を作れば、国民一人一人の生活が向上し、緊急時や災害時の物資の運搬が可能となります」
貧しい人の生活を豊かにする名目で、募金を集めた。
しばらくして、市民の代表が顔を出した。
「先生、ありがとうございました。私たちの市は、高齢者の多い市でしたので、市民が喜んでおります」
「この言葉が欲しかった」

　自分は、叶わなかった思いがあり、一部の人だけでも満足させてやりたい。
休日、県知事が訪問した。
彼は、私を頼って分厚い封筒を渡す。
「これは？」
「現なまです」
「傷まないよう、冷蔵庫にいれておきます」
「ところで先生、私たちの県には電気が足りていません。発電所を作れませんか」
私は、閣議決定で資金を調達した。
「この県に発電所を作りましょう。雇用も増え、税収もぐっと増え良いことばかりです」
過半数の賛成を得た。
平日、県知事が電話を掛けてきた。
「先生、ありがとうございました。私たちの県は、住みやすくなります」
「この言葉が欲しかった」

　困っていれば、どこにでも道路を引いてやった。中富村、広田警察署、車座役所、鞆の岬、あげればきりがない。
高速道路だって、日本全国を繋いだ。高速二号線、高速四号線。
新幹線も、私の力で鹿児島から函館まで一つとなっている。
水不足の土地なら、アーチ状のダムを造った。
下水道がないなら、下水道と浄化設備を配置した。
頼まれれば、独立行政法人も設立した。
とりあえず、名目さえ考えればいい。文化、平和、科学、資源、国際化、援助、発見、医療。なんだって可能だ。

島に橋が無くて困っている？
いいだろう。私が橋を架けよう。
文化遺産の修理が必要だと？
それは大変だ、次の国会で定義しよう。
病院が赤字経営で、倒産寸前なのか？
民間から注入しよう。
今年度の予算がない？
日銀を動かせばいいだけのこと。

　どんどん頼ってこい、金ならいくらでも用意できる。
「先生、先生」
「どうした？」
「衛星を打ち上げられませんか」
「衛星か、任しておけ」
難しいことはない、会議で決定すればいいだけのこと、負担するのは私じゃない国民なのだから。
本会議は、消費税増税案を満場一致で可決しました。


完
